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Ⅰ 開講の背景 
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2011 年６月14 日 （社）日本経済団体連合会 

「グローバル人材の育成に向けた提言」 
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Ⅰ 開講の背景 

Googlemapから引用 

グローバル人材の育成に向けた実践的な教育の強化 

グローバル人材育成モデル・カリキュラムの実施へ 
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Ⅱ 開講のプロセス 

◆2012年度春学期検討開始   

グローバル企業１２社によるオムニバス形式の講義実施へ 

講義内容 

講義方法 

上智大学 

経団連 

加盟企業 
○○技研 
△△製作所 
××証券 
□□電気 
・・・ 

受講者選抜 

授業形態 

成績評価 

スケジュール 
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Ⅱ 開講のプロセス 

オムニバス形式 

プレゼンテーション 

対象学年 

語学力・課題レポート 

単位付与 

６グループによる 

グループ討議 

授業毎の課題提出 
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Ⅲ 開講後のサポート 

双方向性を重視した実践的カリキュラムの実現 
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Ⅲ 開講後のサポート 

 学生プレゼンテーション＠経団連会館 

①グローバルなビジネス環境で活躍する人材に求められる様々な素質や要件のうち
から、最も重要だと思われるものをひとつ取り上げ、 

②これから社会に出て行く学生が、それを身につけるために求められる取り組みを、
教育機関・企業・学生自身のそれぞれに対して提案しなさい。 
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Ⅳ 今後の課題 

学生 

2012年度秋学期～2014年度秋学期まで実施（今後も開講予定） 

・授業形態への不満（グループ討議回数など） 
・事前課題への準備不足（理解力の差） 

講師 
・講義内容レベルの難しさ 
・課題へのフィードバック負担 

教員 ・企業講師との調整負担 
・学生対応等による負担 

職員 
・経団連の調整負担 
・学内手続き等による負担 
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学生インタビュー（動画） 

受講後のキャリアプランへの影響 

講座の受講動機 

本学総合人間科学部社会学科4年生 

（本講座第１期生） 
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Ⅴ SDとしての考察 

優れた教育サービスの提供 

教育プログラムの 
改善 

学内ルールの 
是正 

学生のニーズを把握 

社会・企業の 
ニーズを把握 

学外調査 
情報収集 

教育に対する 
意識向上 




